
　　

受験期における痴漢情勢等

がおすすめです

○ 認知件数３６２件（前年比+８１件、２９％増加）

○ １０歳代、２０歳代の被害が全体の約８割

○ 有職者が約４割、次いで中学生の被害が多い

近年、入学試験に遅れることができない受験生は、痴漢被害に遭っても警察への
通報等をしないであろうという卑劣な考え方が、ＳＮＳ上で「痴漢祭り」「痴漢チャン
スデー」等の書き込みで拡散され受験生に不安を与えています。

県警では、受験生の安全の確保と安心感の醸成に向けた各種対策を推進してお
りますが、関係各位にありましては情勢等を踏まえた防犯対策や警戒活動のご協力
をよろしくお願い致します。


